
市
８
町
で
１０
％
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
５１
市
町
村
（
７３
％
）
は
点
検
し

て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

●
以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
本

年
度
橋
長
５
ｍ
以
上
で
建
設
後
１０
年

以
上
経
過
し
た
橋
に
つ
い
て
、
点
検

を
行
い
損
傷
や
劣
化
を
把
握
し
ま

す
。

●
今
後
も
橋
の
寿
命
を
長
く
延
ば
せ

る
よ
う
に
、
５
年
ご
と
に
点
検
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

やしお市議会だより

５

●
大
原
中
学
校
の
中
庭
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
水
は
け
が
悪
く
大

変
使
用
し
に
く
い
の
で
は
と
思
わ
れ

ま
す
。
早
急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
２１
年
度
に
実
施
す
る
北

側
校
舎
等
の
耐
震
補
強
及
び
大

規
模
改
修
工
事
と
合
わ
せ
て
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
現
役
部
員
に
対
し
て

は
、
溜
ま
っ
た
水
の
ポ
ン
プ
に
よ
る

強
制
排
水
や
、
大
原
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
で
対
応
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

A Q

●
臨
時
的
任
用
教
員
の
勤
務
任

期
は
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

よ
り
、
最
長
で
１
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
学
校
現
場
の
状
況
を
考
え

る
と
、
現
実
と
乖
離
し
て
い
る
点
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。
教
育
委
員
会
と

し
て
、
法
改
正
を
含
め
関
係
機
関
に

要
望
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

●
教
育
と
は
、
教
職
員
が
保
護

者
や
児
童
・
生
徒
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
そ
の
上
に
成
り
立
つ

と
考
え
ま
す
。
信
頼
関
係
を
築
く
に

は
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
１

年
間
の
任
用
期
間
で
は
、
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
時
に
は
異
動

と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
と
し
て
も
引
き
続
き

同
一
者
を
任
用
で
き
る
よ
う
、
県
の

人
事
担
当
者
会
議
等
で
要
望
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
教
育
長
協

議
会
等
を
通
じ
て
、
県
へ
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

A Q

●
「
保
育
マ
マ
」
制
度
が
子
育

て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
注
目

さ
れ
、
法
整
備
へ
の
動
き
も
進
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
の
本
市
の
お
考
え

に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

●
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
特

に
低
年
齢
児
の
待
機
が
多
い
こ

と
か
ら
、
保
育
所
の
低
年
齢
児
の
待

機
児
童
解
消
や
多
様
化
す
る
保
育
需

要
に
応
え
る
た
め
に
は
、「
保
育
マ

マ
」
制
度
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
国
の
法
制
化
の
状
況
や
近
隣

自
治
体
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
十

分
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A Q

●
中
川
河
川
改
修
工
事
に
伴

い
、
新
堤
防
の
築
造
工
事
が
国

交
省
の
１９
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
南

川
崎
地
区
ま
で
急
き
ょ
行
わ
れ
る

が
、
今
後
、
工
事
が
下
流
地
域
ま
で

延
伸
さ
れ
た
場
合
、
大
瀬
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
が
新
堤
防
の
予
定
線
上

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
い
つ
頃
ま

で
利
用
可
能
で
、
利
用
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
、
他
の
場
所
に
確
保
す
る

考
え
が
あ
る
か
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

●
江
戸
川
工
事
事
務
所
に
よ
る

と
、
今
後
の
予
算
と
の
関
わ
り

合
い
が
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
具

A Q

●
消
防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
、

県
は
消
防
広
域
化
推
進
計
画
を

策
定
し
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
案
が
決
定

し
た
。
関
係
す
る
市
町
村
（
八
潮
市

は
春
日
部
、
越
谷
、
草
加
、
三
郷
、

吉
川
市
と
松
伏
町
の
第
６
部
ブ
ロ
ッ

ク
）
協
議
会
設
置
と
広
域
消
防
計
画

が
検
討
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
を
め
ど

に
自
治
体
の
議
決
を
経
て
広
域
化
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
出
さ
れ
た
。

●
広
域
化
は
市
の
自
主
的
な
判
断
で

行
い
、
消
防
職
員
に
情
報
を
公
開
し

て
そ
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

国
会
両
院
で
附
帯
決
議
が
さ
れ
て
い

る
。
市
の
消
防
力
の
基
準
に
対
し
現

時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
充
足
率
か
。

広
域
化
で
強
化
さ
れ
る
の
か
。

●
近
隣
の
職
員
数
の
充
足
率
を

見
る
と
、
越
谷
市
６１
％
、
草
加

市
７４
％
、
三
郷
市
７１
％
、
八
潮
市

７４
％
と
な
っ
て
い
る
。
署
所
の
数
、

消
防
車
の
台
数
等
に
つ
い
て
は
整
備

指
針
の
数
を
満
た
し
て
い
な
い
。
こ

れ
が
、
広
域
化
を
図
る
こ
と
で
、
充

足
率
が
上
が
り
（
管
轄
人
口
３０
万
人

以
上
に
な
る
と
消
防
力
の
基
準
が
下

が
る
た
め
）、
今
以
上
の
消
防
力
の

強
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

A

Q

●
生
産
緑
地
地
区
は
「
公
害
又

は
災
害
の
防
止
、
農
林
漁
業
と

調
和
し
た
都
市
環
境
の
保
全
等
に
役

立
つ
農
地
等
を
計
画
的
に
保
全
し
、

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
は
か
る

都
市
計
画
の
制
度
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
元
野
菜
に
対
す
る
信
頼
性
、

農
産
物
の
安
定
的
な
供
給
等
と
い
う

こ
と
か
ら
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

●
原
則
と
し
て
、
①
現
状
に
お

い
て
公
共
施
設
の
計
画
や
新
た

な
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
等
の
計
画

が
な
い
こ
と
②
安
易
な
追
加
指
定
は

税
の
公
平
性
か
ら
望
ま
し
く
な
い
こ

と
③
指
定
当
時
に
追
加
指
定
は
行
わ

な
い
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
分
の
間
、
追
加
指
定
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
し
か
し
、
現
在
策
定
中
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
埼
玉
県
の

「
生
産
緑
地
地
区
追
加
指
定
指
針
」、

さ
ら
に
は
近
隣
市
の
例
を
ふ
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Q

平成２０年（２００８年）８月

４

●
女
性
の
社
会
参
加
の
意
欲
が

高
ま
り
、
子
ど
も
を
産
ん
で
も

同
じ
会
社
で
働
き
続
け
た
い
と
考
え

て
い
る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

０
歳
児
保
育
の
受
け
入
れ
が
少
な
く

空
き
待
ち
の
状
況
で
す
。
民
間
の
保

育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
０
歳
児
専
用

の
ベ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

等
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
再
度
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

●
国
は
、
働
き
な
が
ら
子
育
て

を
し
た
い
と
願
う
国
民
が
、
就

労
か
出
産
・
子
育
て
か
と
い
う
二
者

択
一
を
迫
ら
れ
る
現
状
に
対
応
す
る

た
め
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
の
実
現
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
、
子
育
て
を
支
え
る
社
会

的
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
多
様
化
す

る
保
育
需
要
に
応
え
る
た
め
、
保
育

所
に
加
え
、
家
庭
的
保
育
事
業
な
ど

の
普
及
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
民
間
の

乳
幼
児
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
０
歳
児
専
用

の
ベ
ビ
ー
セ
ン
タ
ー
等
も
含
め
、
低

年
齢
児
の
保
育
に
重
点
を
置
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Q

●
市
内
で
出
産
で
き
た
ら
と
の

声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
産
科
の

誘
致
等
、
八
潮
で
出
産
で
き
る
体
制

整
備
を
積
極
的
に
す
す
め
る
こ
と
、

出
産
一
時
金
の
委
任
払
い
の
情
報
を

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
の
時
な
ど
に

知
ら
せ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
見

解
を
。●

産
科
の
確
保
は
、
子
育
て
支

援
策
の
中
で
も
重
要
課
題
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
公
的
医

療
機
関
の
な
い
本
市
と
し
て
は
産
科

の
誘
致
は
非
常
に
難
し
い
た
め
、
近

隣
市
区
町
で
市
民
が
利
用
で
き
る
医

療
機
関
の
情
報
収
集
及
び
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
の

時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
妊
婦
の
不
安
や
悩
み
の
把
握
・

解
消
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
出
産
費

用
等
に
不
安
や
心
配
の
あ
る
方
に

は
、
保
険
者
に
照
会
す
る
場
合
も
あ

り
、
今
後
も
内
容
に
沿
っ
た
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Q

運
動
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

●
下
河
原
運
動
広
場
と
大
瀬
運

動
公
園
の
ト
イ
レ
が
少
な
い
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、ま
た
、

下
河
原
運
動
広
場
に
お
い
て
は
、
設

置
場
所
や
簡
易
ト
イ
レ
の
形
状
か

ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
苦
情

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
会
開
催
時
等
大
勢
が
集
ま
る
中
で

公
衆
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、

ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
に
対
し
て
特
に

女
性
の
方
の
抵
抗
感
は
強
い
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
ト
イ
レ
の
数
を
増
や
す

こ
と
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
設
備
を
整
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の

ご
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
の
数
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
や
地

元
町
会
の
意
見
等
を
勘
案
し
、
国
土

交
通
省
と
協
議
し
な
が
ら
今
後
検
討

し
ま
す
。
当
面
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
、
一
時
的
に
多
数
の
使
用
が
見
込

ま
れ
る
時
期
に
は
、
主
催
者
と
協
議

の
上
、
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ

と
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
利
用
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
防

犯
上
の
観
点
か
ら
死
角
を
失
く
す
こ

と
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
公
園
を

利
用
さ
れ
る
方
々
が
安
全
・
安
心
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
設
置
場
所
の
変

更
や
目
隠
し
に
な
る
よ
う
な
構
造
物

の
設
置
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

A Q

橋
梁
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

●
埼
玉
県
で
は
、
各
市
町
村
に

対
し
、
橋
の
点
検
・
調
査
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
約
７

割
の
市
町
村
は
、
点
検
を
実
施
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
定
期
的
な

調
査
・
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

●
昨
年
８
月
ア
メ
リ
カ
ミ
ネ
ソ

タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
ミ
シ
シ

ッ
ピ
川
に
か
か
る
高
速
道
路
の
橋
が

崩
落
し
た
事
故
を
受
け
、
県
で
は
、

市
町
村
が
管
理
す
る
長
さ
１５
ｍ
以
上

の
橋
に
つ
い
て
、
点
検
等
の
状
況
を

調
査
し
た
結
果
、
市
町
村
管
理
の
橋

は
、
１
８
３
０
橋
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
過
去
５
年
間
に
点
検
し
た
の
は
１１

A Q

●
不
登
校
児
童
及
び
生
徒
を
抱

え
て
い
る
家
庭
と
、
学
校
・
教

育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
合
っ
て
い
る
か
お
伺
い
し

ま
す
。●

学
校
が
窓
口
と
な
っ
て
家
庭

訪
問
・
電
話
連
絡
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
に

連
絡
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育

委
員
会
に
毎
月
、
児
童
・
生
徒
の
様

子
と
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
状
況
に
応
じ
関
係
諸
機
関
と

連
携
を
図
る
な
ど
適
切
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
八
潮
の
子
ど
も
た
ち

の
不
登
校
を
解
消
し
て
ま
い
り
ま
す

Q

武
之
内
●
清
久

保
育
行
政
に
つ
い
て

瀬
戸
●
知
英
子

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
現
状

に
つ
い
て

大
原
中
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

に
つ
い
て

森
下
●
純
三

教
育
の
充
実
に
つ
い
て

朝
田
●
和
宏

「
保
育
マ
マ
」
制
度
に
つ
い
て戸

川
●
須
美
子

大
瀬
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

に
つ
い
て

服
部
●
清
二

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

池
谷
●
和
代

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
に
つ
い
て鹿

野
●
泰
司

一般質問から 

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

体
的
な
計
画
は
説
明
で
き
な
い
と
の

こ
と
。
今
後
の
地
元
説
明
会
や
用
地

買
収
を
考
え
る
と
し
ば
ら
く
の
間
は

引
き
続
き
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
他
の
場
所
に
確
保
す
る
事
に
つ
い

て
は
、
公
園
内
の
野
球
場
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
等
施
設
全
体
を
総
合
的
に

見
直
し
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
関
係
部
局
と
十
分
検
討
す
る

と
と
も
に
国
に
機
能
回
復
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

森
●
●
伸

一

大
山
●
安
司

●
平
成
２０
年
第
２
回
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
６
月
１６
日
、
１７
日
、

１８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
１６
人

の
議
員
が
４５
項
目
の
質
問
事
項
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

●
な
お
、
詳
し
く
は
、
８
月
下
旬

頃
、
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用
語 

一
般
質
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

A

郡
司
●
伶
子

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て


